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 要 旨 

目的： 

本研究では母親の飲酒と児の知的障害との関連を検討する。 

 

方法： 

西オーストラリア健康、精神保健、薬物アルコールデータにおいて国際疾病分類 ICD-9

および 10 で問題飲酒をもつ母親を西オーストラリアデータ結合ユニットを用いて検討し

た（非アボリジニー5614 人、アボリジニー2912 人）。アルコール関連疾患のない母親の

集団を、出産年齢、児の出生年をマッチさせて設定した（1983-2001）。西オーストラリ

ア知的障害データベースと発達異常登録から、1487 人の知的障害症例を同定した。知的

障害に関するオッズ比をロジスティック回帰を用いて算出し、集団寄与危険割合も算出し

た。 

 

結果： 

知的障害症例の少なくとも 3.8％（95%CI 2.84-4.89%）は母親の問題飲酒を予防するこ

とによって減少可能と考えられた。この割合は非アボリジニーでは 3.7%、アボリジニー

では 15.6%であった。妊娠中の母親のアルコール関連疾患による児の知的障害の調整オッ

ズ比は約 3 倍であった（非アボリジニー2.89、アボリジニー3.12、過剰発生割合はそれぞ

れ 3.7%、5.5%）。胎児性アルコール症候群の小児の 32％が知的障害を有していた。 

 

結論： 

母親の問題飲酒は、児の知的障害の主要危険因子であり、遺伝要因は認めなかった。 

 

 

 

 

 


